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加工硬化 

 

 

■ 用語解説 ■ 

冷間加工により変形が進めば進むほど抵抗が大きくなり金属は硬さを増していくが、これを加

工硬化という。伸銅品、ステンレス板やアルミの非熱処理合金板などはこの加工硬化の程度（加

工率）によって質別の区分がされている。「ひずみ硬化」ともいう。鉛など特異な例を除き、

金属に応力を与えると結晶のすべりが生じ、そのすべり面に対しての抵抗がだんだん増してく

る現象。 

 


